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1.問 題






















































































究では、「当事者情動」とでもい うべ き、 自らの
利害に深 く関係する出来事に対 して生起する情動
のみが主たる研究対象 として取 り上げ られてきた
ことがわか る。 しかし、我々が日常生活において
経験する情動は当然 こればかりではない。冒頭で
挙げた宝 くじの例のように、我々は、 自分 自身の
利害に直接絡まない、他者に生 じた出来事 につい
ても、時に様々な情動を経験 し得 ると言えるだろ















「事象の直接経験者(x)」 、そ してその 「事象 に
は直接関係 しない第三者(y)」 とい う、 いわば
"三項"関 係の中で生 じるものである
。すなわち、
eがxに 降 りかか ったことによって生 じるyの 情
動経験に焦点を当てようとす るのである。そうし
た意味で、 こうした非当事者が経験す る情動をこ






















モデルに、Smith(2000)の 研 究 が あ る。Smith
は、人が社会的比較 によ って時 に非常 に強 い情動
を経験 し得 ること、 また、 その比較が上方比較か
下方比較か によ って経験 され る情動 の種類や性質
が大 き く異 な り得 る ことを示 して いる。 さ らに、
社会比較の感情反応 にっ いて の主 な研究が、上方
比較 に対す るネガテ ィブな感情 と下方比較 に対す
るポジテ ィブな感情 のみ に集中 して いることを指
摘 した上で、上方、下方 のいずれ の比較 にお いて
も正負両方 の感情が経験 され得 る ことを述べ、比
較が下方か上方か とい うことと、 そこで経 験 され
る情動が他 者の心的状態 に同化的か(他 者 の情動
と同質の情 動 を経験 す るか)あ るい は対 比 的か
(他 者 の情動 とは対極 をなす情 動 を経験 す るか)
ということの組み合わせ によ って、"下 方 同化 的
情 動(downwardassimilativeemotions)""下
方 対 比 的 情 動(downwardcontrastiveemo-
tions)""上 方対比 的情動(upwardcontrastive
emotions)""上 方 同化 的情動(upwardassimi-
lativeemotions)"と い う4タ イプの情 動 が存 在
し得 ることを仮定 して いる。
実の ところ、 この4タ イプの情 動 はそれぞれ、
三 項関係情 動の中の特 に中核的な情動 に対 応 して
い るもの と考 え られ る。 よ り具体 的 に い え ば、
"下 方同化 的情 動rに 対応す る情 動 は、他 者 にネ
ガ ティブな事象が生 じた際にその周 りに位 置す る
個 体が覚 え る代 理的 な苦痛 の経 験 で あ る、 共 感
(empathy)あ るいは共感的苦痛(empathicdis-
tress)で あ ると言えよ う。一 方、"下 方 対比 的情
動"に 対応 す るのは、 他者が何 らかの辛 い状況 に
あ る場合 に、 「いい気味」 とい った、 あ る種 の喜
び にも似 た快感情、 すなわち シャーデ ンフロィデ
(schadenfreude)と い う こと に な ろ う。 ま た、
"上方対比 的情動"に 対 応す る情動 は、賞 を もら
う、昇進す るな ど、他者 にポ ジテ ィブな事象 が生
じた際に、 それを見 聞 き した個人 が覚 える相対 的
に ネガテ ィブな情動 、 す なわ ち妬 み(envy)で
あ ると言 え るだろ う。最後 に、"上 方同化的情動"
に対応す る情動 は、他者 が良 い状況 にある場合に、
その他者 の幸 せを自分 自身の ことのよ うに他者 と
共 に喜ぶ 「共感的喜 び(empathicjoy)」 とで も
い うべ き情 動 とい うことに な るだ ろ う(Smith
自身は"上 方 同化的情動"の 代表的な ものと して、
「賞賛admiration」 とと もに、共感的喜 びとよ く
似たイ ンス ピ レー シ ョ ン(inspiration)と い う
情動 を挙 げてい る)。 ちなみに図2に は、 他者 に
とって良 い出来事が生 じたのか悪 い出来事が生 じ
たのか とい う軸 と、 その時、 それに接 した個人が、
他者 が経験 す るであ ろう情動 と同化的 な情動を経
験 す るのか対 比的情動を経験す るのか とい う軸を
直交 的に組 み合わせ る形で、上述 した4っ の代表
的な三項 関係 情動を配置 して ある。
これ ら4っ の三項関係情動 の うち、 これ まで最
も多 くの関心 が寄せ られ研究が進め られて きたの
は、共感 あ るい は共感的苦痛であ り、 また、 ほと
ん ど研究 されて こなか ったのは共感的喜 びやシャー









































ジティブな状況 に限定 し、その状況下で 「非当事
者」が経験 し得 る 「共感的喜び」 と 「妬み」の諸
特質について探索的に明らかにしたいと考える。
(3)妬 み(envy)と 共感的喜 び(empathicjoy)
先に見 たSmith(2000)な どの枠組 み に従 う
な らば、「妬み」 と 「共感的喜び」 は、 他者 に何
か良 い出来事 が起 きるとい う同 じ状況 において経
験 され る、相反す る情動 であると考 え られ る。 日
常生活 にお いて、人は、他者に良い出来事が起 こっ
たとき、 どのよ うに、 これ らの相反す る情動を経
験 して いるのだろ うか。 そ して、他者 の幸福を喜
























対象は、18-25歳 の大学生 ・大学院生 ・専門学
































































他者 に起 こった良 い出来事 の内容 として、「受
験での合格」 「部活 での レギ ュラーの獲得」「恋人
が出来 る」 な どが多 く挙 げ られ た。 そ の他 で は
「賞 を得 る」「良 い成績を とる」 「宝 くじが当た る」
「結婚 ・出産」 など も挙 げ られ た。 挙 げ られ た全
ての出来事 を出来 事の内容 によ って グルー プ分け
し、3種 の気持 ち と男 女別 にその分布 を調べた。
その結果、 「良 い気持 ち」 を経 験 した場 合 の 出来
事 として、男 女全体 では、大学 や高校、 資格 試験
な どへの 「合格」 が最 も多 く(34%)、 次 に ク ラ
ブ活動 などでの 「活躍 ・受賞 ・選抜」 が多か った
(28%)。 男性 だけ、女性 だけで も同様 に、 「合格」
が最 も多 く、次 に 「活躍 ・受賞 ・選抜」 が多か っ
た(男 性:32%、28%、 女性:36%、27%)。 「嫌
な気持 ち」 においては、男女全 体 で は、 「活 躍 ・
受賞 ・選抜」 が最 も多 く(21%)、 次 に 「合格」
が多 か った(14%)。 男性だ け、 女性 だ けで も同
様 に、「活躍 ・受賞 ・選 抜」 が最 も多 く、「合格」
が次 に多か った(男 性:21%、11%、 女性:21%、
16%)。 また、 「複雑 な気持 ち」 にお いて は、男女
全体 では、彼氏 や彼女が 出来 る 「恋人」 が最 も多
く(17%)、 次 に 「合格」 が多か った(14%)。 男
性 だけ、女性 だけで も同様 に、「恋 人」 が最 も多
く、次 に 「合格」が多か った(男 性:16%、11%、
女性:17%、16%)。 調査 の対象 者 の多 くが20代
前後 の学生だ ったこともあり、挙げ られたエ ピソー
ドの内容 と して、現在通 う大学や専門学校で の出




















ら離れていって しまうことに対 して 「寂 しく思 う
気持ち」、さらに、相手の幸福 を喜 びなが らも、
自分ではな く相手が幸福を手にしたことに対する




































に対 して も、人が多様な情動経験を していること
が推測 された。
5.第 三研 究 方法
対象 は、 関西 圏の大学生 ・大学 院生277名(男
性101名 、女性176名)で あ り、対 象者 の平均年齢
は20.9歳(SD1.17,range:19-25)であ った。 調
査者や調査者 か ら依頼 を受 けた教員が授業 時間 内
に質問紙 を配布 し、集団 で回答 させ、 回収 した。
2002年11月 ～12月 に質問紙調査 を行 った。
調査 に用 いた質問紙 では、回答者が、過去 に、
他者 に良 い出来事が起 こった際 に、他者 と共 に喜
ん だり、 また、他者 を妬 ま しく思 った りした経験
があ る場合、 それ らの経験にっ いての具体的 なエ
ピソー ドの記述を求 めた。なお、 この質問への回
答 は自由 な もの と し、 エ ピソー ドの記述 などに差
し支 えの ない者だ けに回答を求め る形式 と した。
6.第 三研究 結果
調査の結果、質問に対 して何 らかの回答を記述
した者は93名 であった(男 性37名 、女性56名)。
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これは、質問紙 に回答 した全回答者 の約34%(男
性約37%、 女性約32%)に 当 たる。記述 されたエ
ピソー ドは、他者 に良 い出来事が起 こったときに
経験 したネガティブ情動 に関す るものが53ケ ース
(男 性20、 女性33)、 ポ ジテ ィブ情動 に関す る もの
が67ケ ース(男 性28、 女性39)、 いずれ の情動 に
関す るものか把握 しきれ なか ったものが8ケ ース
(男 性4、 女性4)、 計124ケ ースであ った。
(1)原 因帰屑への言及
回答された記述内容を分析すると、多 くの回答




〈男性10、 女性23>)。 経験 された情動の内容別に
見た場合、 ポジティブ情動では(ポ ジティブ情動
を経験 したエピソー ドのうち、努力の有無にっい
















というように、他者 と自分が同 じように努力 して
いたのに、他者だけが良い結果を手に したといっ













































が想定 した 「妬み」や 「悪意のあるうらやましさ」
といった情動の他に、「しらけた気分」「どうでも
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